
 1 

 平成２８年第４回市議会定例会が開催されるに当たり、市政に対する所

信の一端を申し述べますとともに、市政の諸課題をはじめ提案いたしまし

た議案について、その概要を御説明申し上げます。 

 最初に、三笠宮崇仁親王殿下が先月２７日に薨去されました。 

 古代オリエント史の著名な研究者として、また、国際親善やスポーツ、

芸術、文化等幅広い分野で御活躍されました親王殿下の御遺徳を偲び、市

民の皆様とともに謹んで心から哀悼の意を表します。 

 ところで、去る９月６日に、平成２９年度の政府概算要求が公表され、

一般会計の総額は１０１兆４，７０７億円となり、３年連続で１００兆円

の大台を超えることとなりました。年金や医療などの社会保障費が増加し、

政策拡充の範囲が限られる中、政府の目指す１億総活躍社会や地方創生の

実現に向けて、積極的に取り組まれることを期待するところであります。 

 また、本市におきましても、新年度予算編成に当たり、経常経費の削減

等財政構造の改善を図りつつ、新たに策定いたしました敦賀市再興プラン

に掲げる施策を着実に推進すべく、鋭意取り組んでまいりますので、市民

の皆様をはじめ議員各位の御理解をお願い申し上げます。 

 さて、今年も残すところ１箇月となりました。 
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 振り返りますと、今年も自然災害の際立った年でありました。４月に発

生した熊本地震では、震度７の揺れを２度観測し、家屋の倒壊など甚大な

被害をもたらし、先月２１日には、震度６弱の鳥取県中部地震が起こり、

家屋等に被害が出ました。また、今月２２日には、福島県沖を震源とする

震度５弱の揺れを観測し、福島県と宮城県の沿岸部に津波警報が出され、

仙台港では１．４メートルの津波が到達しました。一方、風水害では、台

風シーズンに６つの台風が上陸し、日本各地で災禍の爪痕を残しておりま

す。中でも台風１６号による豪雨では、笙の川の氾濫及び土砂災害発生の

危険性が高まったことから、９月２０日に避難準備情報を発令し、市民の

皆様に注意を呼びかけたところであります。 

 こうした中、今月５日から６日にかけまして、気比中学校を主会場とし

敦賀市総合防災訓練を実施しました。今回の訓練は、約８００名の方々に

御参加をいただき、避難所宿泊体験や展示ブースをスタンプラリー形式で

回る、市民参加・体験型として行いました。避難所宿泊体験では、私自身

も実際に宿泊し、くつろぐことができないことや避難所生活の不便さ等の

課題を、身をもって知ることができ、この経験を有事の際の避難所運営に

活かしていきたいと考えております。 
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 市民の皆様方におかれましては、まず「自分の身は自分で守る」という

「自助」を基本として、災害への日頃からの備えに取り組んでいただきた

いと存じます。 

 今後も、訓練等を通じて、市民一人ひとりの防災意識の高揚を図るとと

もに、地域と一体となって災害対応力の向上に努めてまいります。 

 次に、当面する市政の重要課題について申し上げます。 

 まず、原子力行政についてであります。 

 もんじゅにつきましては、去る９月２１日の原子力関係閣僚会議で廃炉

を含め抜本的な見直しを行い、年内に政府方針を決定することが示されま

したが、この進め方を決めるに至った一連の検討段階で、これまで国策に

協力してきた立地地域に説明責任を果たすことなく、唐突に方針を打ち出

した国の姿勢は、到底納得できるものではなく、極めて遺憾であります。

先月１２日には有馬議長とともに、改めて国に対しまして、立地地域に誠

実に向き合うよう強く申し上げてまいりました。 

 また、立地地域をないがしろにする国の対応に対し、同じく核燃料サイ

クル施設等が立地する青森県の４市町村も我々と同じ思いを抱いていたこ

とから、今月２５日に福井県、青森県の立地８市町村が連携して核燃料サ
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イクル政策等に関する要請を行ったところであります。 

 現在、高速炉開発会議において、今後の高速炉開発に当たっての考え方

が検討されておりますが、これまでもんじゅが担うべきとしていた役割の

重要性を踏まえ、我が国が今後、核燃料サイクルや高速炉開発をどう実現

していくのか、具体的な展望を明確に示すことなどを、国に強く求めてま

いりました。 

 同じく２５日には西川知事、松野文部科学大臣、世耕経済産業大臣によ

るもんじゅ関連協議会も開催されたところであり、知事からも、本市の思

いも踏まえて、地元としての意見をしっかりとお伝えいただいております。 

エネルギー政策は、国家の根幹にかかわる最重要課題であり、エネル

ギーの安定確保のために国策としての原子力政策、そして核燃料サイクル

政策がどうあるべきか、長期的な視点に立って考えていくことが肝要であ

ります。 

 国は国策に対する責任の重さを十分に認識し、将来に責任のある道筋を

示していただくことを望むものであります。 

 次に、公共施設と庁舎の在り方について申し上げます。 

 公共施設等総合管理計画及び庁舎整備の方向性に関しまして、先月２５
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日に中間報告として議員各位に御説明させていただいたところであります。

今後はパブリックコメントを実施し、市民の皆様からの御意見を十分勘案

した上で、公共施設等総合管理計画は来年１月末を目途に策定することと

し、庁舎整備の方向性は今年度末に耐震改修か建替えかの結論を得たいと

考えております。 

 次に、調和型水素社会の形成について申し上げます。 

 現在、広域的経済圏等の形成を目指すハーモニアスポリス構想では、本

市を含む圏域６市町において、新たな産業間連携モデル形成に向けた調査、

検討を進めているところでございます。 

 これを背景として、エネルギーのパイオニアである本市を含む県内自治

体と、再生可能エネルギー技術の蓄積が進む滋賀県側自治体との相互の特

徴を活かすため、次世代エネルギーである水素の活用を、特に重視すべき

産業間連携モデルとし、今回、その可能性を調査するための補正予算を計

上いたしました。 

 このモデルは、ＣＯ２の排出量削減だけではなく、ベースロード電源で

あり、本市の基幹産業の一つでもある原子力発電との調和を図りながら、

エネルギー構造と産業構造の複軸化を目指す、広域的な水素社会の実現に
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向けた試金石となるものでございます。 

 このことから、廃炉自治体等への支援制度であるエネルギー構造転換理

解促進事業補助金を活用するとともに、ハーモニアスポリス構想の圏域自

治体と連携し、知見を深める中で、今後の展開に繋げてまいりたいと考え

ております。 

 次に、ふるさと納税の推進について申し上げます。 

 現在、本市へふるさと納税された方に対しましては、特産品等を詰め合

わせた宝箱を贈呈しており、本年７月からは、寄附される方の利便性向上

を図るため、インターネット経由での寄附の受付を開始しております。 

 しかし、本年１０月末までの寄附件数は３５件となっており、前年同期

の１６件と比べ増加してはいるものの、現状では、目標とする５００件の

達成は厳しい状況にあります。 

 こうした中、市内事業者からは、自社で取り扱う商品やサービスを返礼

品として提供したいという声もいただいていることから、本市のふるさと

納税の推進に協力を希望される市内事業者等を対象とした説明会を、年明

け１月に開催したいと考えております。 

 その後、早ければ来年４月から新たな返礼品を設け、ふるさと納税制度
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を活用した更なる敦賀ブランドの掘り起こしと、情報発信を行ってまいり

たいと考えております。 

 次に、アクアトム整備事業について申し上げます。 

 現在、整備を進めております「あそび・まなび・子ども広場」の愛称を

募集しましたところ、幅広い年齢層の方々から２４４件の応募をいただき

ました。このことは、市民の皆様をはじめ多くの方々が関心を示し、完成

を心待ちにしていただいている表れであると認識しております。周辺地区

の区長及び市内の子育て関係団体等の皆様の御協力のもと、厳正な選考の

結果、愛称を「キッズパークつるが」に決定いたしました。 

 つきましては、来春のオープンに向けて、敦賀市あそび・まなび・子ど

も広場の設置及び管理に関する条例案を提出させていただきました。 

 応募いただきました皆様、そして市民の皆様の期待に応えるためにも、

中心市街地の賑わい創出の新たな拠点の一つとして、県と協力しながら、

万全の準備を進めていく所存であります。 

 次に、観光振興について申し上げます。 

 先月１６日に、敦賀駅交流施設オルパーク及びアル・プラザ敦賀におい

て、本市の姉妹都市や友好都市との交流、物産振興を目的とした「観光物
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産ＤＡＹ ｉｎ つるが」を開催いたしました。同日に開催された晴明の朝

市や駅前ふれあい市等の各種イベント、また、赤レンガ倉庫や市立博物館

等市内各施設と連携した企画を実施し、天候にも恵まれた当日は、市内外

から延べ８千人の御来場をいただきました。今後も、姉妹都市や友好都市

との交流を深め、相互連携を図ることにより、更なる誘客促進及び販路拡

大に繋げてまいります。 

 一方、北前船寄港地日本遺産登録推進事業では、今月１１日に北海道江

差町において開催されたフォーラムに、本市も参加いたしました。協議会

のメンバーをはじめとする全国の関係者との交流を行い、日本遺産登録に

向け、結束を強めてきたところであります。 

 また、大河ドラマ「真田丸」連携事業として実施しております、大谷吉

継公ゆかりの地をめぐるスタンプラリーにつきましては、現在、大勢の

方々の御参加をいただいているところでございます。スタンプラリーは１

２月末まで実施しておりますので、今後もより多くの皆様の御参加をいた

だき、大谷吉継公の魅力を堪能していただきたいと存じます。 

 人道の港関連事業について申し上げます。 

 先月６日から１０日にかけて、きらめきみなと館におきまして、創価大
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学と米国の人権団体などで構成する実行委員会の主催により「勇気の証言

－ホロコースト展」が開催されました。ＮＰＯ法人「杉原千畝 命のビ

ザ」の杉原美智顧問による講演会も行われ、５日間を通じて１万２千人を

超える方々に御来場いただきました。 

 こうした関係団体主催事業との連携や杉原家の方々との関係を深めるこ

とで、「人道の港敦賀」を国内外に積極的に発信してまいります。 

 また、クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」が同月２２日に敦賀港に

寄港しました。このクルーズはウラジオストクから敦賀への航路が設定さ

れ、１９４０年から４１年にかけて杉原千畝氏の発給した「命のビザ」を

手にしたユダヤ人難民が、敦賀に上陸した航路と同じ航路をたどることか

ら、船内において、映画「杉原千畝」及び人道の港敦賀に関する映像の上

映、パネル展示や市職員と乗船客との対面による「人道の港敦賀」のＰＲ

を実施いたしました。今後もあらゆる機会を通じＰＲ活動を続けてまいり

ます。 

 赤レンガ倉庫について申し上げます。 

 赤レンガ倉庫がリニューアルオープンから１周年を迎えたことから、先

月１５日及び１６日の両日にわたり記念イベントを開催したところ、非常
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に多くの方々に御来場いただきました。また、観光誘客の促進に向けて

「若狭路女将の会 わかさ会」様と、相互の施設のＰＲ等に係る連携協定

を結び、その記念としてヤマボウシの植樹をいただいたところであります。 

 今後とも、市民の皆様をはじめ多くの方々に末永く愛される施設となる

よう、指定管理者と連携を図りながら、更なる利便性向上と集客の拡大に

努めてまいります。 

 敦賀港イルミネーション「ミライエ」について申し上げます。 

 「敦賀・鉄道と港」まちづくり実行委員会による、敦賀港イルミネーシ

ョン「ミライエ」が、今月３日から金ヶ崎緑地で開催されております。 

 昨年は、約４万３千人の方々に御来場いただくとともに、北陸のイルミ

ネーションランキングで１位に輝くなど非常に大きな成功を収めることが

できました。今年は更に規模を拡大し、約４０万個の光源が敦賀港を臨む

金ヶ崎緑地を彩り、引き続き多くの方々から好評を得ております。 

 この成果は、実行委員会の皆様の努力の賜物であり、その取組に敬意を

表しますともに、今後とも支援してまいりたいと考えております。 

 次に、北陸新幹線の整備について申し上げます。 

 先月１８日、内閣改造により新たな顔ぶれとなった与党整備新幹線建設
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推進プロジェクトチームの初会合が開かれ、敦賀以西ルートについては、

年内に一定の方向性を見いだすことを目標としたところであります。本市

といたしましても、「小浜・京都ルート」の実現に向け、県及び嶺南・沿

線自治体と一体となり、関係機関に対し強く働きかけるとともに、新幹線

ホームに繋がる便利で快適な連絡通路の整備についても、これからが正念

場と捉え、敦賀駅の将来を左右する乗り換え及び乗り降りの利便性の確保

に努力してまいります。 

 北陸新幹線の進捗状況につきましては、新北陸トンネルは、１０月末現

在、市内総延長８，７１５メートルのうち、１，５２８メートルの掘削を

終了している状況であります。また、事業用地の確保に関しましては、現

段階で約４割の用地取得率であるとのことであります。本市といたしまし

ても、地元との調整や関係機関との連携を図りながら、着実な事業推進に

向けて全力で取り組んでまいります。 

 駅西地区の土地活用につきましては、民間活力の可能性を検討するサウ

ンディング型市場調査に応募いただいた事業者から、順次ヒアリングを実

施しているところであります。今後、民間資本を本市の玄関口の賑わいづ

くりに、最大限活用できるよう官民連携の具体的な検討を進めてまいりま
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す。 

 また、新幹線駅舎のデザインコンセプト案や新幹線駅前広場等の整備に

ついて、今月１７日にワークショップを開催し、市民の皆様に広く御議論

をいただくとともに、活発な御意見等をいただいたところであります。今

後、皆様からいただいた御意見や専門家の御助言等を十分考慮し、新幹線

駅舎のデザインコンセプトにつきましては、年内を目途に本市の方針を決

定してまいりたいと考えております。 

 ６年後の北陸新幹線開業を見据え、駅周辺整備事業に全力で取り組み、

敦賀の玄関口にふさわしい魅力ある賑わい拠点の実現を目指してまいりま

す。 

 次に、除雪対策について申し上げます。 

 今月１５日から除雪期間に入りました。気象庁は、この冬の降雪量につ

いて、平年並みと予測しており、本市では、国、県との連携を密にし、ス

ムーズな交通ネットワークの確保に取り組むとともに、歩道除雪につきま

しては、通学路や公共施設周辺等の歩行空間の早期安全確保に努めてまい

ります。また、市の補助事業により、今年度は除雪委託業者が新たに５台

の除雪機械を購入し、除雪能力の強化を図ったところであり、８０業者１
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７６台の体制で実施してまいります。 

 市民の皆様におかれましては、除雪や交通の障害となる路上駐車の自粛

をはじめ、機械除雪後の御自宅前の除雪については各家庭で行っていただ

くなど、更なる御理解と御協力をお願いいたします。 

 道路網の整備について申し上げます。 

 国道８号バイパスの整備につきましては、国道８号敦賀・南越前バイパ

ス建設促進期成同盟会として、南越前町とともに先月２０日に国土交通副

大臣をはじめとする幹部に対し要望を行いました。 

 要望では、国道８号の事故発生状況や積雪時の通行止めによる住民への

影響、更には整備された際の効果などを説明し、バイパスの必要性と早期

整備を改めて認識していただいたところであります。 

 今後も早期事業化に向け、着実にステップアップされるよう、南越前町

と連携し要望活動を継続してまいります。 

 敦賀南スマートインターチェンジにつきましては、来年３月の供用開始

に向け、インターチェンジのランプ造成工事がほぼ終了し、現在、本線の

舗装工事、ＥＴＣ料金徴収施設工事、フェンスなどの外構工事を進めてお

ります。 
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 また、今後、より一層の交流人口の増加を図るためには、本市の新たな

玄関口となるスマートインターの有効活用とともに、舞鶴若狭自動車道本

線の４車線化が重要であることから、今月１５日に国土交通省近畿地方整

備局並びに中日本及び西日本高速道路株式会社に対し、県と嶺南市町が一

丸となって要望を行ったところであります。 

 次に、水道事業について申し上げます。 

 水道未普及地域解消事業につきましては、これまで順次工事を進め、給

水区域を拡張してまいりましたが、この度、全ての工事完成の目処が立ち

ましたので、最後の計画区域であった鳩原及び小河口の２地区を給水区域

に加えるため、関係条例案を提出させていただきました。 

 今後も引き続き、市民の皆様に、安全で安心な水道水を供給してまいり

ます。 

 次に、保育園調理業務の民間委託について申し上げます。 

 民間活力の導入の一環として、平成２６年７月から３園、本年４月から

８園の計１１園全ての公立保育園の調理業務について、民間委託を実施し

ております。委託後のフォローアップとして、保護者へのアンケート等を

行ってまいりましたが、衛生管理、安全面に十分配慮した運営がなされて
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いると判断できる結果となりましたので、引き続き、保育園の調理業務を

民間委託することとし、関係予算を計上いたしました。 

 次に、スポーツ振興について申し上げます。 

 今回で３７回目を迎える敦賀マラソン大会を先月１６日に開催したとこ

ろ、爽やかな秋晴れに恵まれた絶好のマラソン日和となり、ランナーたち

は沿道からの声援を受けながら敦賀の町を駆け抜けました。 

 同大会は、市民の健康増進を目的とした秋の一大イベントの一つでござ

いましたが、来年度は福井国体プレ大会となる全日本卓球選手権大会が、

平成３０年度には福井しあわせ元気国体・元気大会の開催期間がマラソン

大会期日と重なることから、今後２箇年の大会につきましては、関係機関

と協議の上、休止させていただくこととなりました。誠に残念ではござい

ますが、次回の開催時には、更なる好評をいただける大会を目指し、運営

方法等を検討してまいりますので、市民の皆様をはじめ議員各位の御理解

をお願い申し上げます。 

 一方、福井しあわせ元気国体及び元気大会につきましては、先月１５日

に水泳競技の開催まで７００日を迎えたことから、大会マスコットキャラ

クターの「はぴりゅう」をイメージした公用車のデコレーションイベント
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を実施いたしました。こうした中、大会運営への協力や全国から訪れる

方々へのおもてなしの充実を図るため、運営サポーターの募集を開始した

ところであります。今後、千人を目標に応募を募り、市民総参加で大会を

盛り上げてまいります。 

 文化振興と生涯学習の推進について申し上げます。 

 先月３日に、氣比神宮境内地のほぼ全域が県内で初めて、名勝「おくの

ほそ道の風景地」として正式に文化財指定され、おくのほそ道本文に「け

いの明神に夜参す」とあることから、「けいの明神」が指定名称となりま

した。 

 おくのほそ道杖措きの地として、市内には俳聖松尾芭蕉とのゆかりも多

く存在しており、本市に根付く文化を発信するとともに、今後の「けいの

明神」の保存活用に向け、関係各位と連携し、協議を進めてまいります。 

 一方、市立博物館につきましては、平成２４年度から３箇年をかけて修

復復元工事を行ったところでございますが、先月２１日に旧大和田銀行本

店本館として、国の重要文化財に新たに指定する内容の答申が文化審議会

から文部科学大臣になされました。 

 旧大和田銀行本店本館は、昭和の銀行建築として全国で初めての国指定



 17 

であり、銀行機能だけでなく、国際港敦賀にふさわしい外観と迎賓機能、

公共的機能を兼ね備え、地域への貢献を目指した建造物として高い価値を

認めていただいたものでございます。 

 これもひとえに、関係各位の御理解、御尽力の賜物であり、改めて深く

感謝申し上げます。 

 松原公民館について申し上げます。 

 昨年１０月から整備を進めてまいりました松原公民館が完成し、今月５

日に落成式を執り行いました。 

 生涯学習や地域活動の拠点として、また、公園に面した緑豊かな憩いの

場として、多くの皆様に幅広く活用されることを期待しております。 

 さて、今回提出いたしました補正予算案につきましては、国の２次補正

予算を活用した経済対策事業のほか、人事異動及び給与改定等による人件

費の調整など、早急に対応が必要なものについて補正を行うものでありま

す。 

 その結果、補正予算の規模は、 

  一般会計     ５億 ８，０３４万 ６千円 

  特別会計           ３６万 ９千円 
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  企業会計        ４，２９０万 ６千円の減 

  合  計     ５億 ３，７８０万 ９千円 となり、 

 補正後の予算総額は、 

  一般会計   ２６５億 ７，４３９万 ８千円 

  特別会計   １８７億 ４，９５４万 ４千円 

  企業会計   １０４億 ８，６３７万円 

  合  計   ５５８億 １，０３１万 ２千円 となりました。 

 なお、これらに伴う歳入は、国、県支出金、繰越金等確実に見込まれる

ものを計上し、収支の均衡を図ったところであります。 

 また、予算案以外の案件及びその他の議案につきましては、それぞれ記

載の理由に基づき提案した次第であります。 

 次に、本市に寄せられました寄附金品につきましては、別紙お手元に配

布申し上げたとおりであります。その御厚志に対し各位とともに、市民を

代表して厚く御礼を申し上げます。 

 以上、私の市政に対する所信の一端と今回提案いたしました予算案など

について御説明申し上げました。 

 何卒慎重に御審議をいただき、妥当なる議決を賜りますようお願い申し
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上げます。 


